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■あなたの会社は社員から信頼されていますか？
　人事部門の重要な役割の 1つは，「会社」と「社員」
の信頼関係を築くこと。そのためには，人事担当
者が経営の考えや方針を明確に把握・理解し，人
事施策に筋を通すことが必要となる。
　会社が社員に対し，どのような考えを持ち，何
を求めるのかを明確にし，人事施策に筋を通す方
法が「人事ポリシー」の明確化である。筋の通ら
ない人事施策は，運用上の至るところで不整合が
起こり，社員からの信頼も失うことになる。
　今回は，人事ポリシーを明確にするためのフレ
ームをいくつか取り上げ，どのように考え，経営
者と議論をし，施策展開をしていけばよいのかを
紹介する。このフレームに沿って経営者と議論し
ていただくことで，ある程度の「自社の考えはこ
うだ」というものが出来上がってくるだろう。
　人事ポリシーを活用することで，「会社」と「社員」
をしっかりとつなぎ，エンゲージメント経営を実
現してほしいと思う。
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